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第45回日本病院薬剤師会近畿学術大会

利益相反の開示
筆頭演者名：中村 美樹

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません



洛和会の５病院

人・システム・教育・情報を共有
協力しながら医療提供



急性期病院



病床数： 150床（一般144床 ＨＣＵ6床）

診療科目：20科

薬剤師数：16人 

病棟薬剤業務実施加算

 : 365日病棟薬剤業務実施

医師から薬剤師へのタスク・シフト/シェア

：薬剤師業務具体例６項目全て取り組んでいる

令和3年9月30日に発出された厚生労働省医政局長通知

「現行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク・シフト/シェアの推進について」

病院概要



病床数： 150床（一般144床 ＨＣＵ6床）

診療科目：20科

薬剤師数：16人 

病棟薬剤業務実施加算

 : 365日病棟薬剤業務実施

医師から薬剤師へのタスク・シフト/シェア

：薬剤師業務具体例６項目全て実施

令和3年9月30日に発出された厚生労働省医政局長通知

「現行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク・シフト/シェアの推進について」

病院概要

結婚・出産・育児に関わる部員の休職・退職・
時短取得が多く、新人は常に２～３名

どのような業務が医療DXを進められるか？

薬剤師不足



当院(150床)薬剤部活動

地域連携

〇
〇
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*老人介護施設
*ケアマネージャー
*病院診療所
*保険薬局

服薬情報提供書発行枚数
2023年1月～10月

約160件/月

服薬情報提供書返書枚数
2023年1月～10月

約50件/月

地域に根差した医療を提供
情報共有・連携に注力



当院(150床)薬剤部活動

地域連携

薬局

事前合意内容に基づく処方変更
に関する情報提供枚数

2023年1月～10月

約70件/月

トレーシングレポート応需枚数

2023年1月～10月

約５件/月

FAX受診後を電子カルテへ登録



当院(150床)薬剤部活動

地域連携

薬局

事前合意内容に基づく処方変更
に関する情報提供枚数

2023年1月～10月

約70件/月

トレーシングレポート応需枚数

2023年1月～10月

約５件/月

必要に応じて医師へ報告し、電子カル
テに登録する作業が非常に業務を圧迫



当院(150床)薬剤部活動

地域連携

電子処方箋による
情報連携の電子化

*服薬情報提供書発行

*服薬情報提供書返書

*トレーシングレポート

*事前合意内容に基づく

処方変更に関する情報提供

情報連携の
電子化

病院 薬局

クラウドサービス
活用による
情報連携の電子化

業務が軽減されていくことを期待したい

【疑義照会】



当院(150床)薬剤部活動

チーム医療 外来

入院前支援指導件数

2023年1月～10月

約110件/月

外来化学療法指導件数

2023年1月～10月

約40件/月
在宅自己注射指導件数

2023年1月～10月

約10件/月

薬剤師が手技指導

・ 骨粗鬆症 テリボン               ・ 糖尿病薬 インスリン

・ アナフィラキシー補助 エピペン  ・ 高脂血症 レパーサ

対象患者は100％実施

在宅自己注射の手技説明
洛和会は全て薬剤師が実施



当院(150床)薬剤部活動

✓2023年4月よりiPhoneが支給
すべての職員が携帯している ✓Teamsを用いた部署連携がとれており情報共有が円滑

Teamsの活用iPhoneの導入



Teamsによって診療科と繋がる

総合診療科 → 薬剤部

勉強会ありがとう。

迅速に部署全体で
情報共有できることが大きなメリット

総合診療科 → 薬剤部

薬剤師さんは、「鎮静」の部分でデク
スメデトミジン（通称：デックス）の
現在の立ち位置や実際の使い方も
触れているので、興味があれば最後
までご視聴ください。

・医薬品の供給状況
・薬剤部が実施した勉強会のお礼
・薬の使い方についての医師からの案内



薬剤部 → 麻酔科医

プレドニゾロン10㎎/日 服用中です。
ステロイドカバーどうされますか？

麻酔科医 → 薬剤部

朝内服お願いします。
ステロイドカバーは担当医と相談します。

薬剤部 → 麻酔科医

透析患者ですが、ビソノテープ透析時
動悸があった時だけ貼っています。
術日どうしましょうか？

麻酔科医 → 薬剤部

毎日貼っているわけではないですね？
術日頻脈は他薬で対応します。

疑義照会も電話無！
お互い対応可能な時に連絡しあう



当院(150床)薬剤部活動

チーム医療 入院

持参薬鑑別件数

2023年1月～10月

約410件/月

薬剤管理指導点数

約27万点/月

退院時90点件数

2023年1月～10月

約250件/月

退院連携60点件数

約130件/月

病棟カンファレンス

１～３件参加/週/病棟

病棟カンファレンス

多機関共同指導

オンラインカンファ

退院後在宅支援を
する院内外スタッフ
の合同カンファ

退院するほぼ全て
の患者に実施！

保険薬局への情報提供書
ほぼ全て発行！



当院(150床)薬剤部活動

チーム医療 入院 バンコマイシンTDM解析をす
べての患者に実施。今年度よ
りiPhoneを用いてPATバー
ジョンで練習。AUC評価追加。

抗MRSA薬のTDM解析
実施件数

2023年1月～10月

約12件/月

NST・褥瘡・糖尿病・AST

がん化学療法・心不全・排尿ケア

心不全カンファ



当院(150床)薬剤部活動

2023年1月～10月

副作用発見件数 平均10件/月

(PMDA副作用報告 合計５件)

プレアボイド報告 平均8件/月

安全性情報ニュース 平均2枚/月

医療安全



当院(150床)薬剤部活動

インシデントミーティング

＊内服最終監査で防げたもの

＊点滴最終監査で防げたもの

＊最終監査通過してしまったもの

＊病棟でのアクシデント

・持参麻薬返却忘れ

・冷所目薬返却忘れ

・お薬手帳紛失

＊今回のピックアップ

・４病棟での薬剤紛失について

11月インシデントミーティング

病棟でのアクシデント

調剤でのアクシデント

以前は調剤関連のみ。持参薬や薬手
帳の返却忘れや紛失と病棟でのアクシ
デントがみられ議題に加えて分析・対策



当院(150床)薬剤部活動

調剤

2023年1月～10月

持参薬鑑別件数 平均410件/月

院内調剤処方箋枚数 平均4,000枚/月

院内外来処方箋枚数 平均310枚/月

注射薬処方箋枚数 平均3,900枚/月

✓定期薬がなく全て臨時処方（変更が多い）

✓屯用も持参薬も一包化

✓中止処方薬の回収を病棟薬剤師が処理

特徴



当院(150床)薬剤部活動

病棟・調剤

・薬 ・患者 ・看護師

✓前年度導入したリストバンドは名前だけで

バーコードなし

✓３点認証はしていない

注射ラベル

患者

看護師

医薬品ごとのGS1バーコード以前に、
処方ごとの３点認証バーコードも導入
していません・・・



当院(150床)薬剤部活動

内服・注射

散薬・水薬

病棟・外来
定数配置薬

調剤

薬剤師が目視で監査

薬剤師が頭で計算し
秤量監査

部署ごとに医薬品一覧作成し薬剤
師が棚から取り出したものを監査

監査体制

バーコードを使った監査はなし



当院(150床)薬剤部活動

購買

・パソコン入力

・箱単位で購入

(空箱があるときのみバーコード活用！)

薬品毎に在庫数量・期限を

メモ書きしパソコン入力

棚卸



どんな機械があるの？

抗がん剤

手術室
管理

回収薬

麻薬

システム

情報共有はデジタル化進んでいる
調剤についてはかなりアナログが残って
いる。脱却できる機械やシステムある？



どんな機械があるの？

抗がん剤

手術室
管理

回収薬

麻薬

システム



抗がん剤 輸液ラベルにバーコード印字

薬品ラベルのバーコード認識

調製 秤量

調製 画像保存

統計資料作成

注射薬混注監査システム 作業工程にいろいろな機能が備わっている



抗がん剤 輸液ラベルにバーコード印字

薬品ラベルのバーコード認識

調製 秤量

調製 画像保存

統計資料作成

安全性

安全性

業務効率

安全性 業務効率

業務効率



抗がん剤調製本数

2022.1～12 入院・外来抗がん剤調整本数 44本/月

2023.1～10 入院・外来抗がん剤調整本数 65本/月

大腸がん

胃がん

膵臓がん

胆道・胆管がん

食道がん

前立腺がん

2021年4月～2022年9月

抗がん剤

年々増加しているが月65件と多くはない



抗がん剤 輸液ラベルにバーコード印字

薬品ラベルのバーコード認識

調製 秤量

調製 画像保存

統計資料作成

安全性

安全性

安全性・業務効率

業務効率

業務効率

調剤での輸液や薬品入れ間違いの重大な事例はなく、

安全性向上については当院の場合は恩恵があまりあり

ません。

どの部分にメリット
がおおきいか検討

注射薬混注監査システム



抗がん剤 輸液ラベルにバーコード印字

薬品ラベルのバーコード認識

調製 秤量

調製 画像保存

統計資料作成

安全性

安全性

安全性・業務効率

業務効率

業務効率

秤量や資料作成といったことについては、安全性があ

がり、業務効率もあがりますが、当院の調製件数を考

慮すると費用対効果に見合わないと判断しました。

どの部分にメリット
がおおきいか検討

注射薬混注監査システム



どんな機械があるの？

抗がん剤

手術室
管理

回収薬

麻薬

システム



ルーム外還流液・輸液・
消毒等

保温庫・保冷庫金庫 薬品棚

ROOM1 ROOM２

ROOM３

ROOM４

ROOM外ですべての医薬品管理業務が行えるようにしている



ルーム外還流液・輸液・
消毒等

保温庫金庫 薬品棚

ROOM1 ROOM２

ROOM３

ROOM４



手術室管理
・使用後トレー内の薬品コードをスキャン
・補充する薬品を認識



手術件数手術室管理

2022年度 月平均

外科 19件

整形外科 132件

耳鼻科 1件

泌尿器科 13件

合計 170件

当院の手術件数がそれほど多
くなく、購入するには躊躇



手術件数手術室管理

2022年度 月平均

外科 19件

整形外科 132件

耳鼻科 1件

泌尿器科 13件

合計 170件
多くが整形外科で使用薬品の種類もそれほど

多くはない。今までミスは、薬剤師と看護師の

2職種でのチェックで防ぐことが出来ている。

この件数で申請すると怒られそうですね・・・
手術看護認定看護師

看護師にこの機械について相談
→却下



手術室管理

セット管理

調査期間：令和４年６月

送付施設：3,508施設/8,159施設 (回答率43％)

施設数(100～299床)：1,635施設/3,508施設（当院規模46.6％)

手術室における薬剤師(100～299床)

手術室がある施設数 961施設(58.8％)

医薬品カート等による医薬品のセット管理 277施設(55％)

令和4年度 病院薬剤部門の現状調査

中小病院の手術室管理でセット管理
をしている施設はどれくらいあるの？



手術室管理

セット管理

調査期間：令和４年６月

送付施設：3,508施設/8,159施設 (回答率43％)

手術室における薬剤師(100～299床)

手術室がある施設数 961施設(58.8％)

医薬品カート等による医薬品のセット管理 277施設(55％)

令和4年度 病院薬剤部門の現状調査

回答された病院の中で、中小病院、手術室あり、医薬品のセット管理
されている施設割合

277施設/3508施設 ＝8％（/回答施設数）
277施設/8,159施設 ＝3％（/全施設数)

機器導入の情報は得にくい

医療用機器導入には、先行事例が必要だが
同規模の参考となる施設が少ない



どんな機械があるの？

抗がん剤

手術室
管理

回収薬

麻薬

システム

発表依頼が来る前から
導入は決定している機械



回収薬

１日で回収される薬

中止や変更、退院でいら
なくなった薬が毎日大量に
返却される

個別に仕分け

・すべて一包化調剤
・頓服も一包化！
・急性期のため処方
変更がかなり多い

手作業で袋分け

回収薬を処理する流れ



回収薬

薬剤師チェック

全自動分包機へ入れる

仕分けした薬を
薬剤師が監査

鑑査後
・各薬品棚返却
・自動分包機へ再度充填



回収薬 回収にかかる時間

２時間/日0.8時間/日

①処方箋をチャコールパック

から取り出す

②分包品だけをより分ける

③分包品から錠剤を取り出す

④錠剤を種類別に分け監査



回収薬

④錠剤を種類別に分け監査

２時間/日0.8時間/日

①処方箋をチャコールパック

から取り出す

②分包品だけをより分ける

③分包品から錠剤を取り出す

回収にかかる時間



回収薬

仕分け時

充填時

別薬剤混入の危険 別の薬を充填する危険

ヒヤリハット・アクシデント事例（患者服用するまでには至っていない）：
混在していたハイリスク薬（抗凝固薬、ハーフジゴキシン、眠剤、糖尿病薬）

購入したいと思ったきかけは、作業
の効率化だけでなく安全面が一番
の理由



回収薬

仕分け時

充填時

別薬剤混入の危険 別の薬を充填する危険

ヒヤリハット・アクシデント事例（患者服用するまでには至っていない）：
混在していたハイリスク薬（抗凝固薬、ハーフジゴキシン、眠剤、糖尿病薬）

購入することで、混入の危険を
回避できるというメリット



回収薬 医療機器購入申請書

✓希望機種

✓機器導入の効果 申請理由

✓機器選定の必要条件

・システム接続の有無

・付帯工事の有無

・運用変更の有無

✓将来性・収支

保険請求の可否

月間or年間件数

承認され令和5年度内に納品



回収薬 医療機器購入申請書

✓希望機種 錠剤自動仕分返納装置Genie （メーカー：TOSHO）

✓機器導入の効果 申請理由
       
導入により回収作業を薬剤師業務へ転換！

1日約500錠の回収薬が発生

薬剤師：約2時間 機械：約４時間

薬剤管理指導業務(350点/件 2件/日)

：154,000円/月(22日)＝185万円/年 

2時間の作業を機械化
薬剤管理指導業務に換算



回収薬 医療機器購入申請書

✓希望機種 錠剤自動仕分返納装置Genie （メーカー：TOSHO）

✓機器導入の効果 申請理由
       
導入により医療安全性向上！

別薬の混入ミスを防ぐことができる

過去事例：抗不整脈薬・抗凝固薬・糖尿病治療薬



回収薬

仕分け時

充填時

別薬剤混入の危険 別の薬を充填する危険

ヒヤリハット・アクシデント事例（患者服用するまでには至っていない）：
混在していたハイリスク薬（抗凝固薬、ハーフジゴキシン、眠剤、糖尿病薬）

充填時の混入リスクは、この仕分
返納装置ではリスク回避は出来ず
別の医療機器購入を検討している



回収薬 医療機器購入申請書
令和7年度

✓希望機種 錠剤自動仕分返納装置Genie （メーカー：TOSHO）

       

分包機カセットへの充填をバーコード利用で行う

自動分包機への充填ミスを防ぐことができる

医薬品バーコードチェックシステム F－Series（メーカー：TOSHO）

＋

ケースに
GS１コードラベルが貼付



どんな機械があるの？

抗がん剤

手術室
管理

回収薬

麻薬

システム



麻薬

薬剤毎

麻薬処方箋

麻薬施用箋

薬剤毎
手書きで
帳簿管理

麻薬金庫
取り扱い
27品目

手術室専用

フェンタニル
レミフェンタニル
使用頻度高いため手術
室専用の麻薬帳簿作成

帳票類

手入力・提出

現状の管理



麻薬

薬剤毎

麻薬処方箋

麻薬施用箋

薬剤毎
手書きで
帳簿管理

麻薬金庫
取り扱い
27品目

手術室専用

フェンタニル
レミフェンタニル
使用頻度高いため手術
室専用の麻薬帳簿作成

帳票類

手入力・提出

現状の管理

患者氏名や数量の記載
間違いや押印漏れが発生

数が合致しないと一つ一つ
記載間違いを確認

帳簿記載、帳票類記載に要
している時間13.3時間/月



麻薬

麻薬金庫
麻薬処方箋

帳票自動作成

インシデント軽減 作業効率化

バーコード
利用

バーコード利用でインシデント軽減、
作業効率化期待できるシステム



麻薬

電子カルテ内のオーダー情報と連携して薬品名・
数量をチェックし、金庫内もバーコード利用で管理

年間の届け出も自動作成

現状の薬剤部にとても最適なシステム



医療機器購入申請書

✓希望機種

✓機器導入の効果 申請理由

✓機器選定の必要条件

・システム接続の有無

・付帯工事の有無

・運用変更の有無

✓将来性・収支

保険請求の可否

月間or年間件数

麻薬



医療機器購入申請書

✓希望機種 麻薬管理システム NーControl （メーカー：TOSHO）

✓機器導入の効果 申請理由
       
安全性向上のため

・バーコード読み取りで調剤時に薬品種類や

薬品数のチェックができる。

・返納、廃棄記録時に払い出し情報との紐付け

が容易である。

麻薬



医療機器購入申請書

✓希望機種 麻薬管理システム NーControl （メーカー：TOSHO）

✓機器導入の効果 申請理由
       
業務の効率化

月1３時間帳簿記載、帳票類記載に要している

薬剤師：約13.3時間 機械化

薬剤管理指導業務(350点/件 2件/日)

：45,500円/月＝54万円/年 

麻薬

帳票類に記載している時間だけみればあまり多くのメリッ
トはないようにおもうが、押印もれ確認作業や記載ミス
による確認作業時間を考えるとかなりの業務効率化



アクシデント事例から
システム導入を検討してみる・・・

今年度おこしたアクシデントについて振り返る
この機械があったらこんな事故も起こらなかったのでは・・・



ワクチン誤接種事例

乾燥弱毒生麻しんﾜｸﾁﾝ｢ﾀｹﾀﾞ｣ １A 筋注

乾燥弱毒生風しんﾜｸﾁﾝ｢ﾀｹﾀﾞ｣ １A 筋注

×

〇

ー６day   トラベル外来山下Drより風疹ワクチンの発注依頼がはいる

卒後9年目薬剤師が麻疹ワクチンを発注してしまう

ー２day 患者氏名シールを麻疹ワクチンに貼付

発生日 間違いに気づかず同一人物が調剤し卒後2年目薬剤師が最終監査を行う



対策①

発注画面

【生物】乾燥弱毒生麻しんﾜｸﾁﾝ｢ﾀｹﾀﾞ｣
【生物】乾燥弱毒生おたふくかぜﾜｸﾁﾝ｢ﾀｹﾀﾞ｣
乾燥弱毒生水痘ﾜｸﾁﾝ｢ﾋﾞｹﾝ｣

発注入力後の確認
（入力だけで満足しない）

対策②

破傷風トキソイド

患者名

薬品と注射ラベルを
セットにしておく

対策③

冷蔵庫の
整理整頓



ワクチン誤接種の対策④

武田製薬のワクチン BIKENのワクチン



リマインダーを貼付
（外観類似や名称類似薬品を区別）

ワクチン誤接種の対策④



✓

✓

✓✓

チェック項目

✓患者名
✓日付
✓皮下注射
✓乾燥弱毒生風しんﾜｸﾁﾝ｢ﾀｹﾀﾞ｣ 
✓１瓶

一つでも名前に

チェック✓

ワクチン誤接種の対策⑤



注射薬取揃支援システム F⁻Audit
最終監査（メーカー：TOSHO）

バーコードを読み取り 薬剤名・数量・期限の監査
を行うシステム
このシステムがあれば、このような事故をおこすこと
もなく、事故後の後処理、部員の心理的なショック
もなかったのかと悔やまれる



薬剤取り違えによる死亡事故
薬剤師が間違って薬を病棟へ配送し、病棟で看護師が筋弛緩剤と気づかず投与

マキシピーム

抗生剤

マスキュレート

筋弛緩剤

大阪府の病院、事故調査委員会が公表している

「筋弛緩薬誤投薬事故に関する再発防止策について」
（2015年5月29日）



薬剤師が間違って薬を病棟へ配送し、病棟で看護師が筋弛緩剤と気づかず投与

マキシピーム

抗生剤

マスキュレート

筋弛緩剤

発生の背景要因

１）注射薬払い出し機の使用状況 ・・・   

２）毒薬の保管・管理方法          ・・・

３）調剤の鑑査体制              ・・・

４）業務量と業務状況                ・・・

・・・

５）担当薬剤師の経験と人事配置 ・・・

６）病棟における

      薬剤の確認・調製・投与プロセス・・・ 

セフェピム供給不全のため一時的にマキシピーム採用

帳簿記載が通常払い出すことのない病棟名を記載

休日夜間一人の薬剤師が調剤・監査

年末の繁忙時期で通常休日の1.4倍処方オーダ

医師・看護師からの問い合わせや至急処方

経験年数の浅い薬剤師が担当

薬剤外観および名称の類似性   毒薬表示

リストバンドと点滴ボトルに添付した薬剤ラベルのバーコードは同じ

薬剤取り違えによる死亡事故



薬剤師が間違って薬を病棟へ配送し、病棟で看護師が筋弛緩剤と気づかず投与

マキシピーム

抗生剤

マスキュレート

筋弛緩剤

薬剤取り違えによる死亡事故

最後に以下述べられています。

「人によるさまざまな臨機応変の対応により、日々の臨床は成立している。その一方で、人が関与する限り、

ヒューマンエラーをゼロにすることは至難の業である。今回の事故は、潜在的なシステム上の問題とそれに起因し

たと考えられるヒューマンエラーの連鎖を、システム的な対策で防御することができなかったことによるものと言える。

従って、薬剤本体の確認もできる二次元バーコードリーダーの導入や自動払い出し機のさらなる拡充など、

チェックシステムを可能な限り機械的なものに変えていくことが最も重要である。しかし、それでも残る人による

チェックの際は、単に儀式的にチェックするのでなく、常に原点に立ち戻り柔軟性を活かして、エラーのないことを

チェックしなければならない。・・・」



薬剤師が間違って薬を病棟へ配送し、病棟で看護師が筋弛緩剤と気づかず投与

マキシピーム

抗生剤

マスキュレート

筋弛緩剤

薬剤取り違えによる死亡事故

最後に以下述べられています。

「人によるさまざまな臨機応変の対応により、日々の臨床は成立している。その一方で、人が関与する限り、

ヒューマンエラーをゼロにすることは至難の業である。今回の事故は、潜在的なシステム上の問題とそれに起因し

たと考えられるヒューマンエラーの連鎖を、システム的な対策で防御することができなかったことによるものと言える。

従って、薬剤本体の確認もできる二次元バーコードリーダーの導入や自動払い出し機のさらなる拡充など、

チェックシステムを可能な限り機械的なものに変えていくことが最も重要である。しかし、それでも残る人による

チェックの際は、単に儀式的にチェックするのでなく、常に原点に立ち戻り柔軟性を活かして、エラーのないことを

チェックしなければならない。・・・」

どんな機械をいれたのかまで
情報が欲しいな・・・



〇〇.com

∨

∨∨

∨∨

∨

∨ ∨ ∨

∨

∨ ∨

手術室業務

定数配置薬業務

抗癌剤調製業務

散薬監査業務

麻薬業務

水薬監査業務

計数調剤業務

錠剤仕分け業務 麻薬業務

内服調剤業務

内服監査業務

抗がん剤曝露対策

医療機器



〇〇.com

∨

∨∨

∨∨

∨

∨ ∨ ∨

∨

∨ ∨

手術室業務

定数配置薬業務

抗癌剤調製業務

散薬監査業務

麻薬業務

水薬監査業務

計数調剤業務

錠剤仕分け業務 麻薬業務

内服調剤業務

内服監査業務

抗がん剤曝露対策

医療機器



医療機器

医療事故区分 ∨ 医療事故区分 ∨ 医療事故区分 医療事故区分∨ ∨

50床～100床

100床～150床

150床～200床

200床～300床

300床～400床

400床～500床

500床～600床

700床～800床

病院規模

あなたの病院の規模は？

手術室業務



医療機器

医療事故区分 ∨ 医療事故区分 ∨ 医療事故区分 医療事故区分∨ ∨150床～200床手術室業務

予算は？

50万～100万

100万～150万

150万～200万

200万～300万

300万～400万

400万～500万

500万～600万

700万～800万

価格帯



医療機器

医療事故区分 ∨ 医療事故区分 ∨ 医療事故区分 医療事故区分∨ ∨150床～200床手術室業務 400万～500万

それならこんな会社から販
売されてますよ！

A社

B社

C社

D社

メーカー



医療機器

医療事故区分 医療事故区分∨ ∨

電子カルテE

電子カルテF

電子カルテG

電子カルテH

医療事故区分連携電子カルテメーカー ∨

A社の製品
連携できる電子カルテメーカ―は以下ですね



医療機器

医療事故区分 医療事故区分∨導入実績

〇〇病院(京都)

〇〇病院(三重)

〇〇病院(大阪)

〇〇病院(奈良)

〇〇病院(兵庫)

∨医療事故区分電子カルテE ∨

A社の製品 電子カルテE
導入されている病院は以下ですね



医療機器

医療事故区分 医療事故区分∨〇〇病院(京都) ∨医療事故区分電子カルテE ∨

A社の製品
現場の声 こんなメリットあるんですね

現場の声

〇〇システム導入しました！

当院は〇年〇月に導入しました。きっかけ

は〇〇によるアクシデントです。導入して

からは年間〇件あった調剤過誤がほぼゼ

ロに。



まとめ

✓洛和会丸太町病院は、法人内に５つの病院があるため、共に連携し情報

共有をおこなっている。しかし、薬剤部業務のシステム化・機械化導入を検討

するためには、病院各々の事情に応じて進める必要があるため、現場の薬剤

師が意識高く情報収集する努力が必要と感じる。

✓調剤過誤は常にあり、機械化を積極的に進めていきたいところである。しか

し中小病院は、大規模病院や調剤薬局と違い調剤量が少ないため、診療報

酬改定の度に加算がついてきた、専門領域・チーム医療としての病棟業務へ

の参画に重点をおいてきた歴史がある。



まとめ

✓医療安全面で診療報酬がつくのは、医薬品照合に焦点をあてたものはな
い。医療安全強化として診療報酬がつく（もしくは法的に必要な）のは、マ
ニュアル作成、会議の実施や情報共有、薬学的な介入による重複投与、相
互作用、禁忌のチェック、そして抗がん剤の曝露対策である。

✓ひとつ事故を起こすと、患者に迷惑がかかり、病院の信頼も下がる。また病
院への報告書作成、分析や徹底的な対策といったスタッフの心理的・体力的
な負担も大きい。

✓今回の発表を機に、医療機器についてしっかりアンテナを張り、部員の業務
負担軽減・心理的負担軽減・医療安全向上を目指して少しでも現在の業務
が改善されるよう取り組んでいきたい。
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